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   本市の下水道は、昭和 48 年に事業を着手して以来、市街地の拡大や人口増加などを前提

に整備を進めてまいりましたが、近年、整備率が向上したことや、少子高齢化、人口減少時

代の到来などにより、下水道を取り巻く環境は大きく変化しています。 

 

   このような変化に対応し、今後 10 年間の石狩市の下水道が目指すべき目標と取り組むべ

き施策を市民の皆様にご理解いただき、より効果的な下水道事業の運営を行うための基本計

画として「石狩市下水道中期ビジョン」(2010～2019)を平成 22 年に策定しました。 

 

   今年度(平成 26 年度)で策定から 5 年目を迎え、これまでの施策、取り組みを評価分析し、

現状と課題を再整理するため「石狩市下水道中期ビジョン[改訂版]」を策定いたしました。 

 

            下水道中期ビジョンとは、下水道中期ビジョンとは、下水道中期ビジョンとは、下水道中期ビジョンとは、    

                    目指すべき下水道の将来目標と、目指すべき下水道の将来目標と、目指すべき下水道の将来目標と、目指すべき下水道の将来目標と、    

                            その実現に向けた概ねその実現に向けた概ねその実現に向けた概ねその実現に向けた概ね 10101010 年間に取り組むべき施策を示したものです。年間に取り組むべき施策を示したものです。年間に取り組むべき施策を示したものです。年間に取り組むべき施策を示したものです。    

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「石狩市下水道中期ビジョン」改訂の位置づけ  

    はじめにはじめにはじめにはじめに    ～「石狩市下水道中期ビジョン」改訂にあたって～「石狩市下水道中期ビジョン」改訂にあたって～「石狩市下水道中期ビジョン」改訂にあたって～「石狩市下水道中期ビジョン」改訂にあたって 

上位計画上位計画上位計画上位計画

第第第第4444期石狩市総合計画期石狩市総合計画期石狩市総合計画期石狩市総合計画

Ｈ19～28

・石狩市中期財政運営の指針

(財政規律ガイドライン)

Ｈ24～28

・公営企業経営健全化計画

Ｈ19～27

・下水道使用料金の統一化

Ｈ25

石狩市下水道中期ビジョン石狩市下水道中期ビジョン石狩市下水道中期ビジョン石狩市下水道中期ビジョン

Ｈ22～31

プランの見直しプランの見直しプランの見直しプランの見直し

・内部評価

・外部意見の反映

・指標の見直し

《関連する国等関係機関の計画》

・下水道ビジョン2100

(国土交通省)

・下水道中期ビジョン

(国土交通省)

Ｈ20～29

・北海道地方下水道ビジョン

Ｈ21～30

(北海道開発局･北海道･札幌市)

《関連する市の計画》

・都市マスタープラン

・環境基本計画

・水とみどりの基本計画

・石狩市地域防災計画

・生活排水処理基本計画

・水道ビジョン

・公共施設等総合管理計画 など

《関連する下水道計画》

・基本計画(H21見直し)

・事業計画(H24変更)

今回改訂今回改訂今回改訂今回改訂

Ｈ27～31
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    ＊＊＊＊＊＊＊＊    中期ビジョンの改訂点について中期ビジョンの改訂点について中期ビジョンの改訂点について中期ビジョンの改訂点について    ＊＊＊＊＊＊＊＊    

 

   今回、石狩市下水道中期ビジョンを改訂することとした背景と必要性および改訂内容なら

びに現行のビジョンの実施状況を以下に示します。 

 

        １．１．１．１．改訂改訂改訂改訂の背景の背景の背景の背景とととと必要性について必要性について必要性について必要性について    

    ◎ 現行の下水道中期ビジョン 第５章 において、“なお、本ビジョンはおおむね５年ご

との見直しを予定していますが、事業経営を取り巻く環境に変化が生じた場合は期間

にこだわることなく見直しを行います。”と示しており、平成 26 年度で策定より５年

経過するため、ビジョンの改訂を行います。 

 

   国全体において下水道を取り巻く状況は、以下のような事項を言われています。 

    1) 人口減少・高齢化社会が進み、財政的制約が強まっている。 

    2) 近年多発している浸水や地震等の自然災害に対する安全･安心の確保が求められて

いる。 

    3) 厳しい財政状況のなかで下水道事業の継続性の確保が必要である。 

 

   上記の事項に配慮した改訂を行う必要があります。 

    １) 石狩市の下水道の現状と課題および前期 5 カ年の具体的施策の実施状況を踏まえ

て、石狩市の下水道の果たすべき役割と目指すべき方向を再整理し示す必要がある。 

    ２) 目指すべき方向を具体化するために重点的に取り組む施策と取り組み時期を示す

必要がある。 

 

   このようなことから、本市が目指す都市像の実現に向けて下水道が担う役割を確実に果た

していくため、策定から 5 年目を迎えた現時点で、これまでの施策、取り組みを評価分析し、

現状と課題を再整理した「石狩市下水道中期ビジョン[改訂版]」を策定する必要があります。 

    

        ２．２．２．２．石狩市下水道中期ビジョンの具体的施策の石狩市下水道中期ビジョンの具体的施策の石狩市下水道中期ビジョンの具体的施策の石狩市下水道中期ビジョンの具体的施策の実施状況実施状況実施状況実施状況    

   石狩市では、国や北海道が示すビジョンの考え方を参考に、現在の下水道を取り巻く現状

と課題を整理し、３つの基本方針と６つの将来目標ならびに８つの具体的施策を立案し事業

を進めてまいりました。 

   以下に、石狩市下水道中期ビジョン施策体系図を示します。 

   なお、今回の改訂は 8 つの施策の内、③【耐震診断と補強工事】③【耐震診断と補強工事】③【耐震診断と補強工事】③【耐震診断と補強工事】です。 
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石狩市下水道中期ビジョン 施策体系図 

  

石狩市下水道中期ビジョン　施策体系図石狩市下水道中期ビジョン　施策体系図石狩市下水道中期ビジョン　施策体系図石狩市下水道中期ビジョン　施策体系図
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次次次次

代代代代

へへへへ

 1 汚水管整備の完成 1 汚水管整備の完成 1 汚水管整備の完成 1 汚水管整備の完成 ①【効果的な汚水処理の推進】

　　　　　　　　　　　（継続）

 2 水環境の向上 2 水環境の向上 2 水環境の向上 2 水環境の向上

②【公共用水域の水質保全

　(高度処理)】

　　　　　　　　　　　（継続）

Ⅱ．安全な暮らしⅡ．安全な暮らしⅡ．安全な暮らしⅡ．安全な暮らし

の実現の実現の実現の実現

 1 地震に強い下水道 1 地震に強い下水道 1 地震に強い下水道 1 地震に強い下水道

（改訂）

③【耐震診断と補強工事】

③【耐震診断と耐震対策検討】

 2 浸水に強い下水道 2 浸水に強い下水道 2 浸水に強い下水道 2 浸水に強い下水道 ④【雨水の整備】

　　　　　　　　　　　（継続）

 3 下水道施設の適正管理 3 下水道施設の適正管理 3 下水道施設の適正管理 3 下水道施設の適正管理 ⑤【施設の効率的な改築・更新】

　　　　　　　　　　　（継続）

Ⅲ．安心な経営のⅢ．安心な経営のⅢ．安心な経営のⅢ．安心な経営の

実現実現実現実現

 1 経営基盤の強化 1 経営基盤の強化 1 経営基盤の強化 1 経営基盤の強化

⑥【支出の削減(民間委託・維持

　管理費・職員数の見直し)】

　　　　　　　　　　　（継続）

⑦【収入の確保(有収率および

　収納率の向上・使用料の

　見直し)】

　　　　　　　　　　　（継続）

⑧【札幌市建設負担・維持管理

　負担の軽減】

　　　　　　　　　　　（継続）

ⅠⅠⅠⅠ．快適な環境．快適な環境．快適な環境．快適な環境

を守るを守るを守るを守る

ⅡⅡⅡⅡ．安全な暮ら．安全な暮ら．安全な暮ら．安全な暮ら

しを支えるしを支えるしを支えるしを支える

ⅢⅢⅢⅢ．安定した経．安定した経．安定した経．安定した経

営を目指す営を目指す営を目指す営を目指す
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   以下に、各施策とその実施状況を示します。 

 

石 狩 市 下 水 道 中 期 ビ ジ ョ石 狩 市 下 水 道 中 期 ビ ジ ョ石 狩 市 下 水 道 中 期 ビ ジ ョ石 狩 市 下 水 道 中 期 ビ ジ ョ ンンンン((((平成平成平成平成 22222222 年年年年))))のののの実施状況実施状況実施状況実施状況    

 

    基本理念：暮らしと環境を守る下水道を次代へ基本理念：暮らしと環境を守る下水道を次代へ基本理念：暮らしと環境を守る下水道を次代へ基本理念：暮らしと環境を守る下水道を次代へ    

 

Ⅰ．快適な環境を守るⅠ．快適な環境を守るⅠ．快適な環境を守るⅠ．快適な環境を守る    に向けてに向けてに向けてに向けて    －－－－    ２つの２つの２つの２つの具体的具体的具体的具体的施策施策施策施策    

  Ⅰ-1 汚水管整備の完成 

   ①【効果的な汚水処理の推進】 

     本市の下水道普及率は以下のような状況で、推移しています。 

      平成 20 年度末 89.8％【54,929 人(下水道整備済人口)÷61,191 人(行政人口)】 

      平成 25 年度末 91.2％【54,533 人(下水道整備済人口)÷59,777 人(行政人口)】 

 

  Ⅰ-2 水環境の向上 

   ②【公共用水域の水質保全(高度処理)】 

     茨戸川の水質は、未だに環境基準が達成されていません。 

(BOD 平成 24 年度実績：4.1mg/L、環境基準：3mg/L 以下) 

     茨戸川の水環境には、茨戸水再生プラザからの放流水質も影響を与えることから、水質

向上に向けた協議は札幌市と継続しています。 

     八幡，厚田，望来の各処理場からの放流先河川の水質は、水環境上問題なく推移してい

ます。 

    

Ⅱ．安全な暮らしを支えるⅡ．安全な暮らしを支えるⅡ．安全な暮らしを支えるⅡ．安全な暮らしを支える    に向けてに向けてに向けてに向けて    －－－－    ３つの３つの３つの３つの具体的具体的具体的具体的施策施策施策施策    

  Ⅱ-1 地震に強い下水道 

   ③【耐震診断と補強工事】 

     平成 24 年度に、供用開始後の経過年数が長い、花川南汚水中継ポンプ場と花川北汚水

中継ポンプ場の耐震診断を実施しました。 

     その結果、南北の２ポンプ場とも、地表より上部の建築部は、地震に対して安全性を確

保していますが、地表より下の土木部(躯体)は、現在の耐震基準の各レベルによって安全

性が確保出来ない箇所が存在することが判明しました。 

     平成 25 年度に、下水道事業業務継続計画(下水道ＢＣＰ:簡易版)を策定しました。 

 

  Ⅱ-2 浸水に強い下水道 

   ④【雨水の整備】 

     平成 21 年度以降、樽川平和団地(区域拡大)と花川南地区(道路整備に合わせ整備)におい

て雨水管の整備を行っており、整備面積 18.94ha 増，面整備率 1.7％増，整備延長 6.1km

増となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段:平成20年度末

下段:平成25年度末

144.49 36.2 31.6

予定排水区域面積

(ha)

整備済面積

(ha)

面整備率

(％)

整備済延長

(km)

備　考

570.71 76.1 139.4

715.20 62.2 171.0

茨戸処理区

手稲処理区

合　計

750.10

399.00

1,149.10

154.02 38.6 35.0

734.14 63.9 177.1

580.12 77.3 142.1
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  Ⅱ-3 下水道施設の適正管理 

   ⑤【施設の効率的な改築・更新】 

     平成 24 年度に、供用開始後の経過年数が長い、花川南汚水中継ポンプ場を対象に長寿

命化検討を実施しました。 

     (※供用開始後の経過年数では、花川北汚水中継ポンプ場が長いが、平成 10～12 年に

更新事業を行っていることから、対象施設にしませんでした。) 

     結果、電気設備の更新が必要と判断され、平成 26 年度に更新工事を行っています。 

     樽川汚水中継ポンプ場と本町汚水中継ポンプ場からの汚水圧送管出口より下流の自然

流下管において、硫化水素による管渠の腐食が原因の陥没事故が発生し、管内カメラ調査

を行い腐食の著しい区間について、管更生工事を実施しました。 

    

Ⅲ．安定した経営を目指すⅢ．安定した経営を目指すⅢ．安定した経営を目指すⅢ．安定した経営を目指す    に向けてに向けてに向けてに向けて    －－－－    ３つの３つの３つの３つの具体的具体的具体的具体的施策施策施策施策    

  Ⅲ-1 経営基盤の強化 

   ⑥【支出の削減(民間委託･維持管理費･職員数の見直し)】 

     市で策定した、「石狩市定員適正化計画」に準拠し、下水道課の職員数を見直しています。 

      平成 19 年度 13 人 → 平成 25 年度 7 人 

 

   ⑦【収入の確保(有収率および収納率の向上･使用料の見直し)】 

     有収率および収納率は、高く推移しています。 

     公共下水道事業の使用料区分は、平成 24 年度に検討を行い、現在の使用料区分を平成

28 年度まで維持することとしています。また、消費税率の改正に伴い平成 25 年度に使

用料の改定を行っています。 

     平成 24 年度に、公共下水道事業，特定環境保全公共下水道事業，個別排水処理施設整

備事業の使用料について下水道使用者の格差を解消し、負担の公平性を図ることが必要と

して、公共下水道の使用料区分に合わせる使用料金の統一化を行い、平成 25 年度より実

施しています。 

 

   ⑧【札幌市建設負担･維持管理負担の軽減】 

     維持管理負担は、平成 24 年の計画諸元見直しにより負担率を見直し１割程度下がって

います。 

     建設負担は、機械･電気設備の修繕費用や茨戸水再生プラザと西部スラッジセンター間

の圧送管建設に係わり増加しています。 

 

        ３．３．３．３．ビビビビジョンの改訂ジョンの改訂ジョンの改訂ジョンの改訂内容内容内容内容についてについてについてについて    

基本方針            将来目標        具体的施策 

【現行】Ⅱ.安全な暮らしを支える：Ⅱ-1 地震に強い下水道：③【耐震診断と補強工事】 

・現在に至るまで、大きな地震の被害に遭っていませんが、万が一被災することを想定し、

耐震対策が取られていない施設については、施設の重要度を考慮し、耐震診断と補強工事

を進めます。 → 実施期間 ・・・ 平成 24 年以降 

基本方針            将来目標        具体的施策 

【改訂】Ⅱ.安全な暮らしを支える：Ⅱ-1 地震に強い下水道：③【耐震診断と耐震対策検討】 

【改訂内容】 

   １） 汚水中継ポンプ場および管渠の耐震対策について 

     市では、平成 24 年度に、供用開始後の経過年数が長い、花川南汚水中継ポンプ場
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と花川北汚水中継ポンプ場を対象に耐震診断を実施しました。 

     その結果、南北の２ポンプ場とも、地表より上部の建築部は、地震に対して安全性

を確保していますが、地表より下の土木部(躯体)は、現在の耐震基準の各レベルによ

って安全性が確保出来ない状況であることが判明しました。このため、耐震対策が必

要な状況です。 

     但し、予算上、後期の期間中(H27～H31)に耐震対策の実施は難しいと判断したた

め、今後は対策実施時期を見極めるため、財政的シュミレーションの実施に係る各種

の資料収集と調査を進めます。 

 

     管渠施設については、石狩市地域防災計画と整合を図り、重要路線の優先順位を付

け、長寿命化計画と合わせ耐震対策の検討を進めます。 

 

   ２） 下水道事業業務継続計画(下水道ＢＣＰ)の追加について 

     耐震対策として、災害発生時に“下水道施設が被災した場合、最低限の機能を確保

する必要がある。”ことから、下水道事業業務継続計画(下水道ＢＣＰ)の策定を、石

狩市地域防災計画と整合を図るとともに、札幌市とも連携をとり進めることを追加

します。 

     また、“下水道ＢＣＰ(簡易版)を平成 25 年度に策定済みである。”ことを追加しま

す。 

   以下に、下水道ＢＣＰの策定前後の業務レベル回復概念図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■ 耐震対策以外の施策内容について 

     耐震対策以外の施策内容については、特に変更ありません。事項の「現状と課題」

の各項に平成 21 年度以降の実績値を示します。 

  

＜国土交通省「下水道ＢＣＰ策定マニュアル(地震編)」より＞
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   本市の下水道は、普及率が 90％以上となり、建設から管理の時代へと移り変わってきて

いますが、それに伴う多くの課題も抱えています。 

 

        １１１１    汚水処理の現状と課題汚水処理の現状と課題汚水処理の現状と課題汚水処理の現状と課題    

    本市の生活排水処理施設は、地域特性に応じて公共下水道事業、特定環境保全公共下水

道事業、個別排水処理施設整備事業(合併処理浄化槽)等により整備が進められています。 

    平成 25 年度末の汚水処理普及率は 93.7%(下水道普及率 91.2％+合併処理浄化槽普及

率 2.5％)となっており、道内市部の値(97.4％:平成 24 年度)より若干低くなっています。 

    これは、本市の下水道普及率が、旧石狩市、旧厚田村及び旧浜益村の 3 地区において大

きな偏りがあるためです。 

    また、下水道事業計画区域以外には、合併処理浄化槽による水洗化がなされていない未

整備人口があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度末汚水処理状況 

※ 下水道事業計画区域内人口とは、当面の下水道整備を進めるために必要な手続きとして、

下水道法の事業計画を決定した区域内に実際に居住する人の数 

 

     ① 行政人口に対する下水道事業計画区域内人口の割合 

         Ｂ/Ａ＝ 54,533 / 59,777 ＝  91.2％ 

     ② 下水道普及率 

         Ｃ/Ａ＝ 54,533 / 59,777 ＝  91.2％ 

     ③ 下水道事業計画区域内人口に対する下水道整備済人口の割合 

         Ｃ/Ｂ＝ 54,533 / 54,533 ＝  100.0％ 

     ④ 下水道水洗化率 

         Ｄ/Ｃ＝ 53,949 / 54,533 ＝  98.9％ 

     ⑤ 合併処理浄化槽普及率 

         Ｅ/Ａ＝  1,470 / 59,777 ＝   2.5％ 

 

     ・ ③下水道事業計画区域内人口に対する下水道整備済人口の割合(Ｃ/Ｂ)は、 

100.0％で汚水管の整備は、完了しています。 

    現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題 

ＦＦＦＦ    

（％）（％）（％）（％）

人人人人

575575575575 人人人人

9人9人9人9人

0000 80808080    90   90   90   90 100100100100

行政人口行政人口行政人口行政人口 59,777 人59,777 人59,777 人59,777 人

下水道事業計画区域外人口下水道事業計画区域外人口下水道事業計画区域外人口下水道事業計画区域外人口

54,533 人54,533 人54,533 人54,533 人 5,244 人5,244 人5,244 人5,244 人

（合併処理浄化槽による処理）（合併処理浄化槽による処理）（合併処理浄化槽による処理）（合併処理浄化槽による処理）

下水道事業計画区域内人口下水道事業計画区域内人口下水道事業計画区域内人口下水道事業計画区域内人口

下水道整備済人口下水道整備済人口下水道整備済人口下水道整備済人口 54,533 人54,533 人54,533 人54,533 人

処理処理処理処理

未整備人口未整備人口未整備人口未整備人口 3,774 人3,774 人3,774 人3,774 人

人口人口人口人口

浄浄浄浄

化化化化

槽槽槽槽

処処処処

理理理理

人人人人

口口口口

未水洗未水洗未水洗未水洗

化人口化人口化人口化人口

1,4701,4701,4701,470

下水道水洗化人口下水道水洗化人口下水道水洗化人口下水道水洗化人口 53,949 人53,949 人53,949 人53,949 人

　　未水洗化人口 4,349 人4,349 人4,349 人4,349 人

EEEE

AAAA

DDDD

CCCC
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     ・ ④下水道水洗化率(Ｄ/Ｃ)は、98.9％と高水準ですが地域によりばらつきがありま

す。 

 

 

     ・ 今後も、未普及に対する対策が必要です。 

 

    

        ２２２２    水環境の現状と課題水環境の現状と課題水環境の現状と課題水環境の現状と課題        

    本市の日本海沿岸や石狩川河畔は、海水浴場をはじめ石狩灯台、石狩川河口の海浜植物

群落、真薫別のミズバショウ群生地など、自然に恵まれた観光・レクリエーションの場と

なっています。また、冬には、茨戸川氷上のワカサギ釣りなど、一年を通じて大勢の人々

が訪れます。 

    このように、本市は､美しい日本海や石狩川など､恵まれた水環境を活用したまちづくり

を進めており、特に、観光･漁業などについては、良好な水環境が不可欠な条件となってい

ます。 

    そのため本市では、これまでに積極的な下水道整備を行い水環境の向上に努めてきまし

た。 

    各処理場の放流先河川の現況水質と、環境基準の類型指定状況を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ・ 本市の汚水処理水は、各処理場毎に近傍の河川に放流されています。 

     ・ 特に、厚田・望来処理区については、海岸沿いに漁場や海水浴場があり、下水道

の普及により水環境は改善されています。 

     ・ かつて汚濁の進んでいた茨戸川は、改善の傾向はみられますが、閉鎖性水域のた

め全域で環境基準を達成するには至っていません。 

 

 

     ・ 茨戸川の水環境には、茨戸水再生プラザからの放流水質も影響を与えることか

ら、水質向上に向けた協議を札幌市と継続する必要があります。 

 

        

【今後の課題】

出典：茨戸，手稲処理区は、公共用水域水質測定結果(北海道)

　　　八幡，厚田，望来処理区は、市処理場維持管理資料(石狩市)

 ＊ 茨戸川と新川以外の河川には、環境基準による類型指定はありません。

 ＊ 手稲処理区の処理場は、札幌市の施設です。

望来川

処理区 茨戸処理区 手稲処理区 八幡処理区 厚田処理区 望来処理区

放流先河川名 茨戸川 新　川 聚富川 厚田川

平成25年

調査地点 樽川合流前 第一新川橋 聚富橋 放流先下流 放流先下流

調査年 平成24年 平成24年 平成25年 平成25年

―

ＢＯＤ 4.1mg／㍑ 2.8mg／㍑ 0.9mg／㍑ 0.5mg／㍑ 0.5mg／㍑

水質環境基準

BOD基準値

(達成期間)

BOD 3mg/㍑以下

(5年を超える期間

で可及的すみやか

に達成)

BOD 8mg/㍑以下

(直ちに達成)

― ―

【今後の課題】
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        ３３３３    地震対策の現状と課題地震対策の現状と課題地震対策の現状と課題地震対策の現状と課題    

    本市において大きな被害をもたらした過去の地震は、100 年以上前であり、近年におい

ては、昭和 43 年 5 月 16 日の十勝沖地震(家屋半壊 4 戸)、平成 15 年 9 月 26 日の十勝

沖地震(メッキ工場で火災発生、石狩湾新港地域特定屋外タンクに亀裂、断水 約 8,000 戸、

停電 約 3,600 戸)などが比較的大きな地震でしたが、下水道施設に対しての被害はありま

せんでした。 

    本市は、平成 26 年 4 月 1 日 現在 日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対策推進地

域に指定されていません。 

    管渠については、「下水道施設の耐震対策指針と解説 1997 年版」に基づき、平成 14

年施工分から耐震対策を行っています。 

    また、平成 13 年度以前に建設された４箇所のポンプ場，処理場については、現在の耐

震基準に適合しない可能性があります。 

     ・ 平成 13 年度以前に、重要路線下に埋設された管渠については、耐震診断が行わ

れていません。 

     ・ 平成 24 年度に、花川南汚水中継ポンプ場と花川北汚水中継ポンプ場を対象に耐

震診断を実施しました。 

     ・ その結果、南北の２ポンプ場とも、地表より上部の建築部は、地震に対して安全

性を確保しているが、地表より下の土木部(躯体)は、現在の耐震基準の各レベルに

よって安全性が確保出来ない状況であることが判明しました。このため、耐震対策

が必要な状況です。 

     ・ 茨戸水再生プラザは、平成 19～23 年度に、管理棟など職員が常駐管理する施設

について、耐震診断を行い補強工事を実施しています。 

     ・ 八幡処理場，厚田浄化センター，望来浄化センターについては、耐震化の対策が

行われています。 

     ・ 平成 25 年度に、下水道ＢＣＰ(簡易版)は策定済みです。 

 

    

     ・ 耐震診断済みの花川南汚水中継ポンプ場と花川北汚水中継ポンプ場の耐震対策

については、予算上、後期の期間中(H27～H31)に耐震対策の実施は難しいと判

断したため、今後は対策実施時期を見極めるため、財政的シュミレーションの実

施に係る各種の資料収集と調査を進める必要があります。 

     ・ 樽川，本町の汚水中継ポンプ場については、耐震診断が行われていないことか

ら、耐震診断を行う必要があります。 

     ・ 管渠施設については、「石狩市地域防災計画」と整合を図り、重要路線の優先

順位を付け、長寿命化計画と合わせ耐震対策の検討を進める必要があります。 

     ・ 災害発生時に“下水道施設が被災した場合、最低限の機能を確保する必要があ

る。”ことから、下水道事業業務継続計画(下水道ＢＣＰ)の策定を、「石狩市地域

防災計画」と整合を図るとともに、札幌市とも連携をとり行う必要があります。 

 

     

【今後の課題】 
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        ４４４４    浸水対策の現状と課題浸水対策の現状と課題浸水対策の現状と課題浸水対策の現状と課題        

    本市の下水道雨水整備は、団地開発および道路整備に併せ行っています。 

    下水道計画区域における浸水被害は、昭和 56 年 8 月の台風による発寒川の水位上昇に

よる花川南地区の被害以来ありません。 

    昭和 56 年以降、茨戸川流域では、石狩放水路や発寒川など河川整備が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間最大降水量の推移 

 

     ・ 下水道の雨水施設は、10 年確率降雨(時間降雨 34mm/時間)に対応可能な施設を

整備しています。 

     ・ 平成 24 年の計画諸元見直しにおいて、平成 23 年までの降雨資料を含めて 10

年確率降雨の評価を行った結果、見直し不要と判断しました。 

     ・ 雨水整備率は、下水道事業計画区域の 63.9％に留まっていますが、水はけの悪い

花川南地区の低地域や主要幹線の整備は終了しています。 

     ・ 下水道の雨水整備済区域以外の排水は道路排水管などにより排水されており、主

要幹線に接続されています。 

     ・ 雨水整備費の推移を示します。 

 

 

 

 

 

 

     ・ 雨水整備費は、茨戸･手稲処理区において過去 5 年間に約６億円の費用を投入し

ています。 

     ・ 現在、雨水管整備は、主に花川南地区において道路整備に合わせて進めています。 

 

 

     ・ 下水道雨水整備は、順調に進んでいます。 

     ・ 今後も道路整備に合わせて進めることが必要です。 
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年 度
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（百万円）
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花川東地区 18

4

46
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本町地区 54 23 88

平和団地
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【今後の課題】



- 11 - 

 

        ５５５５    下水道施設の現状と課題下水道施設の現状と課題下水道施設の現状と課題下水道施設の現状と課題    

    本市の下水道施設には、総延長約 454km に及ぶ管渠や 4 箇所のポンプ場、5 箇所の終

末処理場(内、手稲水再生プラザは札幌市の施設)がありますが、その中には敷設後 30 年

以上が経過している管渠や、昭和 52 年から稼働している茨戸水再生プラザなど、施設の

老朽化が進行しているものが含まれています。 

     ・ 平成 25 年度で耐用年数を迎える管渠はありませんが、30 年を経過する管渠延

長は 約 104km(約 23％)あり、今後急激な増加が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管渠の年度別整備延長 

 

     ・ 道路陥没箇所は 30 年を経過する管渠(主に取付管が原因)を中心に年間 10 件前後

発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路陥没 発生件数の推移 
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     ・ 管渠，ポンプ場，処理場の施設修繕費は、公共下水道事業(公共)において、平成

20 年以前は横ばいですが、平成 21 年以降は幹線管渠の腐食原因に伴う更新工事

とポンプ場や処理場の修繕費用が増えています。 

     ・ 特定環境保全公共下水道事業(特環)においても、近年、浄化センターの修繕費用

が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設修繕費の推移(公共) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設修繕費の推移(特環) 

 

     ・ 平成 24 年度に、花川南汚水中継ポンプ場の機械・電気設備を対象に長寿命化検

討を実施し、電気設備について設備を更新することとし、平成 26 年度に更新工事

を行っています。 

 

 

     ・ 今後は、施設の老朽化に伴い、更新工事や修繕工事による費用の増加がさらに

見込まれます。 

     ・ 汚水幹線について、過去に発生した陥没事故が今後も発生しないように、計画

的に管渠の調査を行い、適正な長寿命化の検討と更新工事を進めることが必要で

す。 

     ・ 更新工事においては、下水道事業計画や関連する市の計画と整合性を図るととも

に、耐震性能を有した施設とする考慮も必要です。        

【今後の課題】
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        ６６６６    下水道経営の現状と課題下水道経営の現状と課題下水道経営の現状と課題下水道経営の現状と課題    

    本市は「財政再建計画（平成 19 年度～平成 23 年度）」、「石狩市中期財政運営の指針（財

政規律ガイドライン）（平成 24 年度～平成 28 年度）」に基づき財政改革を進めています。 

下水道事業においても経営基盤強化のため、これまでにも、過大投資の抑制、コスト縮

減、使用料見直しなど、収入の確保や支出の削減にかかるさまざまな取り組みを進めてい

ます。 

     ・ 公共下水道事業については、安定した経営状況を保つために、定期的な使用料の

見直しを行っており、現在は、経費回収率が高く安定した経営状況にありますが、

今後、耐震対策，改築更新，施設修繕などの対応が必要になってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚水処理原価、使用料単価、経費回収率の推移(公共) 

 

     ・ 特定環境保全公共下水道事業については、経費回収率が非常に低いことから更な

る経営改善努力が求められますが、それだけでは限界があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚水処理原価、使用料単価、経費回収率の推移(特環) 
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     ・ 今後は、少子高齢化等による使用料収入の減少や、施設の老朽化等による維持管

理費など支出の増加が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総人口と年齢階層別人口の推移と予測 

 

     ・ 札幌市負担金は、建設･維持管理負担ともに大きな支出額となっていますが、一方

で、札幌市の施設を利用していることにより、スケールメリットが得られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市 建設･維持管理負担金の推移 

 

 

     ・ 公共下水道事業については、平成 28 年度までの運営状況は、財政シュミレー

ション結果では安定した経営状況で推移可能となっていますが、耐震対策や長寿

命化対策などの施策を行うことを前提とした財政的シュミレーションの実施に

係る各種の資料収集と調査を進める必要があります。 

     ・ 特定環境保全公共下水道事業については、経費回収率が低く更なる経営改善努

力が必要ですが、それだけでは限界があることから、一般会計からの支援など解

決策を検討する必要があります。        

【今後の課題】
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        ７７７７    低低低低炭炭炭炭素・循環社会への現状と課題素・循環社会への現状と課題素・循環社会への現状と課題素・循環社会への現状と課題        

    低炭素・循環型社会の構築、地球温暖化の抑制は国際的な緊急課題となっており、政府

は温室効果ガスを2020年までに1990年比で25％削減するとの目標を表明しています。 

    下水道については、雨水や処理水，汚泥，建設副産物など、さまざまな資源を有してい

ると同時に、エネルギー使用量も大きいことから温暖化にも影響を与えていると言われて

います。 

    処理場毎の電気エネルギー原単位を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ・ 処理場毎の電気エネルギー原単位は、処理規模が大きいほど電気エネルギー原単

位は小さくなります。 

     ・ 八幡処理場は、供用開始から日が浅く処理水量が少ないため、電気エネルギー原

単位は、道内同規模の処理場と比べると大きくなっています。 

     ・ 厚田浄化センターは、道内同規模の同じ処理方式の処理場と比べると若干大きく

なっています。 

     ・ 望来浄化センターは、処理規模に対し処理水量が少ないため、電気エネルギー原

単位は、道内同規模の処理場と比べると大きくなっています。 

     ・ 下水道工事の建設発生土は、管渠施設の埋め戻し材として再利用しています。 

     ・ 下水道資源の一部は、札幌市に処理を委託しており、スケールメリットを図り、

建設資材として再利用されています。 

     ・ 厚田，望来の浄化センターは、嫌気好気ろ床法という処理方式を採用しており、

その特性上、汚泥はほとんど発生していません。 

 

 

     ・ 今後とも、下水道資源の有効利用を進める必要があります。 

     ・ 処理場の改築・更新時には、エネルギー使用量を考慮する必要があります。 

 

 

        

【今後の課題】

出典：「下水道統計」(社)日本下水道協会

処理場名

施設能力

m

3

/日

平成23年度

備　考電力使用量 年間処理水量

電気エネルギー

原単位

kwh/年 m

3

/年 kwh/m

3

２処理場、嫌気好気ろ床法

八幡処理場 620

厚田浄化センター 620 144,900 78,170 1.854

道内同規模 合計平均 730 177,800 105,860 1.680

７処理場、ＯＤ法

３処理場、ＯＤ法、回分式

望来浄化センター 220 68,100 17,710 3.845

道内同規模 合計平均 170 61,000 28,630 2.131

道内同規模 合計平均

79,700 46,730 1.706

630 154,900 153,760 1.007
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   Ⅰ-1・ 汚水管整備の完成 

     ①【効果的な汚水処理の推進】 継続 

     本市の下水道普及率は平成 25 年度末で 91.2％【54,533 人(下水道整備済人口)÷

59,777 人(行政人口)】となっており高普及の状態となっています。しかし、いまだ水

洗化の恩恵を受けていない市民もいます。 

     少子高齢化の進展や厳しい財政状況にありますが、すべての人々が水洗化を受けられ

るよう、環境を整えていくことが望ましい姿であることから、下水道事業計画区域の管

渠整備は完成していますが、水洗化の促進を目指します。 

     なお、下水道事業計画区域外の方には、生活排水処理基本計画に基づき、個別排水処

理施設整備事業による合併処理浄化槽の整備を進めて行きます。 

 

   Ⅰ-2・ 水環境の向上 

     ②【公共用水域の水質保全(高度処理)】 継続 

     本市は、美しい日本海や石狩川など、恵まれた水環境を活用したまちづくりを進めて

います。特に、観光・漁業などにとって、良好な水環境は不可欠な条件となっています。 

     しかし、茨戸川については、未だに環境基準が達成されていません。 

     茨戸川の水環境には、茨戸水再生プラザからの放流水質も影響を与えることから、水

質向上に向けた協議は札幌市と継続していきます。 

     八幡，厚田，望来の各処理場からの放流先河川の水質は、水環境上の問題はありませ

んが、今後も水質保全に努めます。 

 

    

 

   Ⅱ-1・ 地震に強い下水道 

     ③【耐震診断と耐震対策検討】 改訂 

     現在に至るまで、大きな地震の被害に遭っていませんが、万が一被災することを想定

し、耐震対策が取られていない施設については、施設の重要度を考慮し、耐震診断と補

強対策が必要です。 

     平成 24 年度に、花川南汚水中継ポンプ場と花川北汚水中継ポンプ場を対象に実施し

た耐震診断結果では、南北の２ポンプ場とも、地表より上部の建築部は、地震に対して

安全性を確保していますが、地表より下の土木部(躯体)は、現在の耐震基準の各レベル

によって安全性が確保出来ない箇所が存在することが判明しました。このため、耐震対

策が必要な状況です。 

     但し、予算上、後期の期間中(H27～H31)に耐震対策の実施は難しいと判断したため、

今後は対策実施時期を見極めるため、財政的シュミレーションの実施に係る各種の資料

収集と調査を進めます。 

 

ⅠⅠⅠⅠ．快適な環境を守る．快適な環境を守る．快適な環境を守る．快適な環境を守る

ⅡⅡⅡⅡ．安全な暮らしを支える．安全な暮らしを支える．安全な暮らしを支える．安全な暮らしを支える

    将来目標を実現するための具体的施策将来目標を実現するための具体的施策将来目標を実現するための具体的施策将来目標を実現するための具体的施策 
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     管渠施設については、「石狩市地域防災計画」と整合を図り、重要路線の優先順位を付

け、長寿命化計画と合わせ耐震対策の検討を進めます。 

     災害発生時に“下水道施設が被災した場合、最低限の機能を確保する必要がある。”こ

とから下水道事業業務継続計画(下水道ＢＣＰ)の策定を、石狩市地域防災計画と整合を

図るとともに、札幌市とも連携をとり進めます。 

     なお、下水道ＢＣＰ(簡易版)は、平成 25 年度に策定済みです。 

 

   Ⅱ-2・ 浸水に強い下水道 

     ④【雨水の整備】 継続 

     本市の下水道雨水整備は、団地開発および道路整備に併せ行っています。 

     下水道計画区域における浸水被害は、昭和 56 年 8 月の台風による発寒川の水位上昇

による花川南地区の被害以来ありません。 

     昭和 56 年以降、茨戸川流域では、石狩放水路や発寒川など河川整備が進んでいます。 

     また、下水道の雨水施設は、10 年確率降雨(時間降雨 34mm/時間)に対応可能な施設

を整備しています。 

     今後は、現在雨水管整備を進めている花川南地区の整備を道路整備に合わせて進めま

す。 

 

   Ⅱ-3・ 下水道施設の適正管理 

     ⑤【施設の効率的な改築・更新】 継続 

     建設後 30 年を超える下水道施設が今後年々増加の傾向にあり、道路陥没も発生する

中、維持管理水準を保ち、下水道サービスを持続的に提供していくためには、施設の効

率的な更新を行う必要があります。 

     そのため、定期的な劣化状況調査を行い、施設の建設から維持管理、解体撤去に至る

までの生涯費用（ライフサイクルコスト）が、一年あたり最小となるように計画的な改

築・更新を行います。また、その際には、エネルギー使用量も考慮します。 

     汚水中継ポンプ場について、施設の耐用年数を迎えた、機械・電気設備について、長

寿命化検討を実施し、健全度評価結果を基に必要に応じた施設更新を行います。 

     管渠施設については過去に、樽川，本町の各汚水中継ポンプ場からの汚水圧送管出口

より下流の自然流下管において、硫化水素による管渠の腐食が原因の陥没事故が発生し、

管内カメラ調査を行い腐食の著しい区間について、管更生を実施しています。 

     このようなことより、大事故の発生を未然に防ぐためにも、計画的に管渠の調査を行

い、適正な長寿命化の検討と更新工事を進めます。 

     更新工事においては、下水道事業計画や関連する市の計画と整合性を図るとともに、

耐震性能を有した施設とすることも考慮します。 
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   Ⅲ-1・ 経営基盤の強化 

     ⑥【支出の削減(民間委託・維持管理費・職員数の見直し)】 継続 

     経営基盤強化の取り組みについて、施設管理委託の一本化や、職員数の見直しは実施

済みです。今後は、維持管理の効率化について見直しを行います。 

 

     ⑦【収入の確保(有収率および収納率の向上・使用料の見直し)】 継続 

     今後の人口減少により収支の悪化が懸念されます。持続的に安定した下水道サービス

を提供していくため、経営基盤強化の取り組みをさらに進め、特に、有収率および収納

率の向上を図るなど健全化に努めます。 

     また、公共下水道事業については、安定した経営状況を保つために、4 年に一度の使

用料金の見直しを行うほか、経営改善努力を引き続き重ねて行きます。 

     特定環境保全公共下水道事業については、経費回収率が低く更なる経営改善努力が必

要ですが、それだけでは限界があることから、一般会計からの支援など解決策を検討し

ます。 

     使用料体系は、平成 28 年度まで現行のままとすることとしており、次期の見直しは、

平成 29 年度に予定しています。 

     ただし、消費税率の改定など、他の法令の影響よっては、その都度、見直しを行う場

合があります。 

 

     ⑧【札幌市建設負担・維持管理負担の軽減】 継続 

     本市の下水道処理は、その多くを札幌市に維持管理委託しています。 

     今後は、人口減少により処理水量の減少が見込まれることから、建設費･維持管理費負

担について連携強化して行きます。 

 

 

 

 

        

ⅢⅢⅢⅢ．安定した経営を目指す．安定した経営を目指す．安定した経営を目指す．安定した経営を目指す
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   本市における下水道の将来目標を実現するための、具体的施策の進捗と今後の実施予定に

ついて示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤線は、改訂後の実施予定期間。 

    

    

 

   本ビジョンは、今後 5 年間に石狩市の下水道が目指すべき将来目標とその実現に向けた具

体的な施策を定めたものです。 

   本ビジョンに掲げる施策の実施にあたっては、財政的なシミュレーションを行いながら具

体的な事業をアクションプログラムに基づいて行います。 

   なお、本ビジョンは、事業経営を取り巻く環境に変化が生じた場合は逐次、見直しを行い

ます。 

 

 

 

       問合せ先 

       石狩市 建設水道部 下水道課 

       Tel 0133-72-3176 Fax 0133-75-2278 

       ビジョンの詳細は、石狩市ＨＰをご覧ください。 

       http://www.city.ishikari.hokkaido.jp/ 
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